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   「個性の尊重」と「規範意識の定着」      校 長 紺 谷 祥 一 

 先月号では「学習習慣」について話題としました。その後、４日（金）の進路説明会や単Ｐ研修会でお会い

した何人かの保護者の方から、『うちの子は宿題すらやっている姿を見せません。もっとたくさん宿題を出して

ください！』、『多くが中だるみする２年生の時に頑張ると差が開く、という進学塾の先生の今日の言葉は響き

ました…』など、やはり勉強への関心は各ご家庭とも高い様子です。喜多見中生は、穏やかで真面目な子が多

いとの評判がある一方で、のんびり屋でマイペースな面もよく指摘されるところ。昨年度に引き続き今年度も

月に一度の「きたみ人権デー」を展開していますが、今年度はその講話を各先生方にお願いしています。１０

日（木）は、主幹教諭で社会科の漆沢先生が担当でした。― 『日本は豊かな国であり、学校で学習できる“権

利”をあまり意識せずに過ごせている。むしろ、勉強を“義務”としてのみ捉えてはいないだろうか？』、とい

う大切な問いかけがありました。「やらなくてはならない」と強いられると、反発したくなるもの。「やるべき

ことをやる」というのは意志の強さが必要であり、規範意識とも相互に関係していると感じます。規範意識は

学び舎での合同研修会での対象領域の一つにもなっており、自分を管理できる力として大切です。 
 

子どもたちの規範意識については、昨年度の同研修会でもたび 

たび話題になっていました。ある喜多見小の低学年を担当する先 

生の、『階段を駆け上っていた子をルール違反ですよと注意したと 

ころ、上級生だって走っていると言って素直に話を聞けない。規範 

意識低下の根は深いと感じる。』という話が印象的でした。経験上、 

喜多見中で起こる生活指導上の問題は比較的少ないと感じます。 

しかし、ひとたび起きる問題行動は小学校ほど小さくありません。

そして、当該の行動を整理して関係生徒と一緒に振り返りをすると、特に善悪の分かれ目ではその「ターニン

グポイント」が必ずあぶり出されるものです。一人でやってしまった失敗なら、「もう一人の自分」との対話（＝

葛藤）の有無を問う指導をしたりします。二人以上の問題行動では、悪い結果に至るまでに展開された実際の

対話の中に多くの場合は原因の種があるものです。『いいね！』と煽ることなく、『それは、まずいよ！』や、

『ダメだよ、やめておこうよ…』等の心のブレーキを相互にかけ合える関係性を確認したりします。 
 
 規範意識の低下は子どもに限ったことではなく、社会問題の一つでもあります。かつては社会規範から明ら

かに逸脱していたことも、「個人の自由」や「個性」として捉えられてしまうような風潮も見受けられます。こ

の背景には、集団や社会のルールよりも個人の価値観が優先されるような個人主義的傾向が強くなっているこ

とがよく指摘されます。また、匿名性やフェイクニュースに振り回されがちな「真実の揺らぎ」を助長するデ

ジタル化の影響、「世間体」や「恥」の文化の低下、家庭と教育の変化などもたびたび原因として列挙されると

ころです。こうした大人が生み出した潮流のなかに、多感な子どもたちが育っているのです。「何が正しいか分

からない」というのは、生活上でよく体験する真実です。そして、個性が大切であるというのも一切異論のな

いところでしょう。しかし、自由だから何をしてもいいという態度は社会では決して受け入れられません。「個

性を相互に認め合える力」と「自己を律することのできる規範意識の定着」― これらは両立していかなければ

ならない課題です。 
 
「してはならないこと」・「するべきこと」をきちんとわきまえていること、自分を大切にしながら相手も大

切にできること、困っている人や弱い人には適切に気や心を配ることのできること、価値観が多様化している

からこそ、自分の言動に対して常に謙虚であれること、等々、中学生には成長に応じてしっかりと身に付けさ

せたいところです。教員が信頼を失墜させている事故が後を絶たず、悔しい思いの連続です。しかし、子ども

たちの一番身近な私たち大人がモデルとなって範を示し続け、子どもたちに規範意識の大切さに気付かせるこ

とは大人の責務と感じます。“団体戦に強く、個人戦にも強い喜多見中生”は、今年度の学校目標サブテーマで

す。各ご家庭におかれましても再度家庭のルール等を確認いただき、子どもたちにとって有意義で実り多き夏

休みになりますよう、引き続きご理解とご協力をお願いします。 

 規範意識 

（生活指導・道徳） 

自己有用感 

自己肯定感 

学習習慣・授

業規律（家庭学習） 
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長いようで早かった１学期が終了し、いよいよ夏休みに入ります。振り返ると運動会や河口湖移動教室、定期

考査や日々の諸活動など、中学校生活の行事や日々の生活に忙しく、慌ただし 

い毎日でした。その中でも授業や係の仕事、個々の活動に手を抜くことなく勤 

しむ姿が見られ、日々みなさんの成長を感じます。時間の使い方や友達との関 

わり方、授業への取組や自宅学習の進め方などまだまだ課題はたくさんあると 

思います。それでも中学生としての１学期をしっかり過ごせた自分を褒めてあ 

げましょう。そして２学期には「こうありたい自分像」をイメージし、少しで 

も近づけるように夏休みに準備してください。元気な姿で２学期のスタートを 

切れることを期待しています。 

 

             「続々キャリア教育」「CYD（キャッチ・ユア・ドリーム）」「マナー講座」……こ 

れらが、6 月 25 日号の学年だよりの見出しです。「今後の自分のキャリアをどう考 

えていくのか」、「社会人として将来どう生きていくのか」といったことを、前向きに 

学習する時期に２年生もなってきたと言えます。そして、同じく 7 月 9 日号には「近

づく『世代交代』の時」という見出しがあります。ここからは、生徒会活動でも部活動でも、3 年生が担ってき

た責任を今度は２年生が負って、学校の中心学年へと成長を遂げるべき時期になった、ということを読み取るこ

とができるでしょう。そんなこの時期の空気をどことはなしに感じ取って、生活や学習に向かう態度を変えてき

ている生徒が、2 年生に徐々に増えてきているように感じます。期末テスト前後から猛暑の日々が続き、「早く

夏休みにならないかなぁ」等という声もどこからか聞こえては来ますが、しかし、「辛いことや苦しいことから

逃げたくなる」自分自身からは、どこに行っても逃げられません。である以上、今のこの時期の成長へのきっか

けを掴んで、ぜひとも自分のステップアップを図っていきたいですね。 

 

 最上級生としてスタートした１学期、７２日間がもう間もなく終わります。振り返ってみると、２年生の時よ

りも授業態度や提出物の状況が改善している生徒がいます。定期考査で大きく点数を伸ばした生徒もいました。

「出前授業」や「第１回進路説明会」を経て、自分の進路をより具体的に見据え、心身ともに着実に成長してい

る様子が見られます。一方で、まだ伸びしろがあるなと感じる面もあります。朝読書の時間に登校が間に合って

いない人がいたり、休み時間に廊下で騒いでいたり、チャイム着席が意識できていなかったりなどです。一時頑

張ることは誰にでもできます。でも、大切であり難しいのは、継続していくことです。 

数日後には夏休みに入ります。きっと例年とは違う夏になるでしょう。毎日勉強に 

追われ大変な日々になるでしょうが、決して逃げ出さないでください。進路は誰かが 

用意してくれるわけではありません。自分の手で切り開いていくしかないのです。また、特別なことでもなんで

もなく、すべての人が通る道でもあります。困った時や不安なことがあった時には、１人で抱え込まず学校の先

生に相談してください。２学期に、またひと回り成長した姿を見せてくれることを楽しみにしています。 

 

 新しいメンバーでスタートしたＥ組の１学期が終わります。４月には１年生の他に２、３年生にも新しく仲間

が入ったので今年はどんな E 組になるのかなぁと楽しみでした。１学期は運動会や１年生の移動教室、E 組内で

陶芸やものつくり活動などを通して各学年の仲が深まったのと同時に、E 組としての団結力も深まっていったの

ではないかと感じています。E 組では生徒それぞれのペースで授業や休み時間を過ごしていて、普段あまりお互

い干渉し合わない生徒たちですが、一緒になって何かをするとき、お互いへの思いやりや協力の気持ちを存分に

発揮する生徒たち。その姿に私たち E 組職員はいつも胸を熱くさせられます。 

もうすぐ夏休みが始まりますが、１学期に取り組んできたことや継続して頑張って 

きたことを今後も自身の糧にするために、ぜひ夏休み中も何かひとつ、挑戦したいこ 

とを掲げて取り組んでみてほしいと思っています。「できないかも…」と思うことも

ありますが、まずは「とりあえずやってみる」「やってみようと努力をする」など、動き始めてみるのはどうで

しょう？１学期それぞれに学習や部活、委員会など頑張っていた皆さんはきっと夏休み明け、キラキラした姿を

見せてくれると今から楽しみにしています。健康や安全面には注意して成長の夏休みを過ごしてくださいね。 

 

 

継 続 

成長へのきっかけ 

動き始めてみる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
   

 “数学との距離が近づく生徒が増えてほしい”これが私の願いです。 

 今まで出会ってきた生徒の中で、印象的な生徒がいました。一人は、数学のことを“数楽”とノートに書くほど数

学を好きになり、もう一人は、“数が苦”と書くほど数学に苦手意識がありました。数学ができずに距離が遠くなっ

てしまう生徒を減らし、できる喜びを一度でも多く経験して学びが身に付くような授業を目指しています。 

 それでも、テストの結果を見ると、思うように結果に表れない人が多いと感じています。テスト後は「よくできま

した！」と言うものの、テストが返却されると「思ったより取れなかった…」と口にする生徒がたくさんいました。

丁寧に解説をすると理解できる人がほとんどです。つまり、“自分が本当に理解できていることが何であるのかわか

っていない”生徒が多いのだと感じています。そのため私は、毎授業の最後の５分を使い、振り返りノートをつくっ

ています。今回の授業で、①わかったこと・できたこと、②わからなかったこ 

と・できなかったこと、③これらを踏まえてどのように勉強するか、の３点を 

まとめさせています。テスト前にも、自分で書いたことを確認するようにさせ、 

何を勉強するべきかを確認するように指導しています。 

中学生は、心身ともに発達するのですが、同時に“メタ認知能力”も大きく 

発達していく時期です。自分の理解度を深め、学習を調整できるようメタ認知 

能力を高めてほしいです。そしていずれは、数学だけでなく、他の教科や学校 

生活、今後の人生においても生きるような力となることを願っています。 

 

 

今月は田村 健 先生（2 年担任・数学科・野球部顧問）の授業紹介です。４月の着任以来、グイグ

イと生徒たちの中に入り、積極的にコミュニケーションをとる姿が印象的です。その甲斐あって、

一人ひとりの得意や苦手など、喜多見中生の学習実態を早々に把握して授業に臨んでいます！ 

 

 

 

！ これまで一部の全日制課程（２１校）で実施してきた分割募集がなくなり、第一次募集で選抜されます。 

（※昼夜間定時制では、これまでどおり継続して分割募集されます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ！ これまで４月上旬に行ってきた通信制課程の入試が、前期選抜と後期選抜の２回に分けて実施されます。 

前期選抜は、第一次募集と同じ２月下旬に実施されます。（※後期選抜は、４月上旬実施） 

 

 

 

 

 

！ 区内にある、都立深沢高校（田園都市線 桜新町徒歩 15 分）が「新たな受入環境充実校」としてリニューアル 

されます。（※生徒の多様性に幅広く対応できる学校として、昼夜間定時制高校のチャレンジスクールとは別に、 

柔軟できめ細かな教育課程や教育相談体制の充実を図った新たなタイプの学校です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                        ◎  東京都教育委員会のホームページには詳細な情報が掲載されています！  

 

これまで分割募集を実施してきた２１の高校（全日制課程） 

日本橋高校、八潮高校、蒲田高校、田園調布高校、深沢高校、竹台高校、大山高校、田柄高校、 

青井高校、 足立新田高校、足立東高校、淵江高校、南葛飾高校、府中東高校、山崎高校、東村山高校、

羽村高校、 秋留台高校、野津田高校、中野工科高校、練馬工科高校  

令和８年度入試からも引き続き分割募集を実施する５の高校（昼夜間定時制） 

一橋高校、浅草高校、荻窪高校、砂川高校、八王子拓真高校 
喜多見中の先輩たちも何人か通っているな… 

深沢高校が想定している入学生徒 

・自らの個性や能力を発揮し、充実した学校生活を送りたいと考える生徒 

・基礎学力を身に付け、目標に向かって挑戦したい生徒 

・小中学校で不登校を経験したが、学び直したいと願う生徒 

さらに、不登校経験のある生徒にも配慮した新しい入試の方法も導入される予定です！ 

※学力検査の得点と調査書点の比率について、受検者の得点として７：３と１０：０のいずれか高い方を採用して合否を決定 

※通信制課程では、自宅等で学習し、レポートなどの添削指導を受けながら、定められた日（月２日程度）に

登校し、面接指導を受けることで学習を進めていきます。都立高校の通信制課程設置校は３校！ 

一橋高校、 新宿山吹高校、 砂川高校 
通信制課程を選ぶ人がだんだん増えているんだ… 

つまり、チャレンジスクールの良さ 

を取り入れた、全日制高校なんだ。 

登校時間（8時 30分から 10時 30分

までの間）も選択可とのこと！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 １日（月）始業式（給食なし） 避難訓練 集団下校 

   ２日（火）学習習得確認調査（３年生）専門委員会 

   ５日（金）修学旅行保護者説明会(14:35～15:25 体育館) 

   ８日（月）生徒会朝礼  

   ９日（火）モーニングキャリア 

  １１日（木）きたみ人権デー テスト１週間前につき部活動停止 

  １２日（金）２年生職場体験事前訪問⑥ 

  １８日（木）中間考査 ～19 日（金）まで ※両日とも給食なし 

  ２４日（水）２年生職場体験（２６日まで） 

２６日（金）第２回進路説明会(14:35～15:25 体育館) 

３０日（火）３年生修学旅行事前健診 PM                                                                                                               

 7/24（木）、8/19（火）、8/26（火） 

 

９ 月 1 日 （ 月 ） 始 業 式  予 定 と持 ち物 
◎ 8 時 25 分までに登校     
・ 始業式：8 時３５分から 
・ ①式 ②学級活動 ③授業 11 時５０分から避難訓練 
・ 12 時 15 分下校（給食なし）上履き、体育館履き、宿題等を忘れずに！ 

 

終業式では、１学期の通知表をお渡しします。評価評定の基準に

ついては、各教科担当教員から事前に授業で説明をしています。ど

うしても、評定の１～５に一喜一憂しがちですが、評定の構成要素

（内訳）となるＡＢＣの各観点について注目してください。ABC

にはそれぞれ評価理由が込められています。 

特にＣ（またはＢ）については、その原因を探ってみてくださ

い。その際、なぜＣ（または B）なのかという点だけでなく、どう

すればＢ（または A）になるかをお子様と話題にしてみてくださ

い。いずれにせよ、言葉にして具体的に 

分析することが大切です。ご家庭でその 

答えがわからない場合、教科担当に「ど 

うすればＢ（あるいはＡ）になるか」を 

直接ご相談されることをお勧めします。 

２２日からの面談等もぜひ、ご活用ください。 

 時間のある夏休みには、読書をしましょ

う。また、

です！学習のプロである先生を見つけ

て質問するのもＯＫ。夏休み中は是非、喜多

見中の図書館を利用しましょう！！ 

◎  

 （７・８月中の貸し出し。返却は９月 12 日まで） 

【開館日時】 

・７月：２２日から３１日 

・８月：１日から 8 日、２5 日から 29 日 

・午前９時３０分から午後５時 0０分まで 

 （但し、１２時３０分から１時３０分まで閉館） 

    ※いずれも土日を除く、平日のみ 

平素より本校教職員のライフワークバランスにご配慮いただき、感謝申

し上げます。夏季休業期間中の週休日・代休を含む「学校休業日」（8 月 13 日から 1５日の３日間）は日直も不在

です。緊急連絡が必要な時で学校警備室（電話番号：3417-4972）も不通の場合は以下にご連絡ください。 

 世田谷区教育委員会教育総務課調整係（電話：５４３２－２６５２）※13 日から 15 日 

  

夏季休業を前に、学校では特に以下の点について指導をしています。各ご家庭におかれましても、お子様と再度 

確認をいただき、事故の未然防止に努めてください。（ □に✓を入れながらご活用ください） 

 □ 「早寝・早起き」など規則正しい生活を心掛け、十分な休養と栄養バランスを考えた食事を摂るなど、身体の

抵抗力を低下させないようにすること。 

□ 飲酒・喫煙、万引き等は絶対にしないこと。また、友人同士の金銭の賃借や に注意する。 

□ について、コミュニティ型のＷｅｂサイトや無料通話アプリケーションの利用に関 

わるトラブルを起こさない。時間を決めて使用するなど、過度な使用や依存に十分注意する。（

は少なくありません。特定の人の心を傷つけることは「いじめ」です。また、けじめ 

なくゲームに熱中するあまり、昼夜逆転型の生活に陥ったり、心身がゲームに依存してしまったりすること 
のないよう、自分を律すること。※スマホ等は「保護者からの借り物」。約束を守り、信頼を大切にしよう。 

□ 道路では特に について注意する。加害者になった場合は大きな損害賠償を負う可能性が 

あること、また、万一事故が起きたときには子供だけで処理せず、必ず警察へ通報して対応すること。 

□ 電話等による に注意すること。（被害にあったら、迷わず 110 番通報すること） 

□ 悩みを抱えた際には、身近にいる信頼できる大人にＳＯＳを出す等、

がとても大切であること。（相談窓口連絡先一覧を配布しています） 

日 月 火 水 木 金 土 

31 1 
 

2 
□ 

3 4 
〇 

5 6 

7 8 9
□ 

10 11 
〇 

12 13 

14 15 
敬老の日 

16 
□ 

17 18 
〇 

19 20 

21 22 
 

23 
秋分の日 

24 25 
〇 

26 27 

28 29 30 
□ 

1 2
〇 

3 4 

【担当 SC】□：渡邉 〇：高瀬 

【相談室直通】 03-3417-5372 

ご相談、お待ちしています！ 

 

A B C 


